
あらゆる関係者により流域全体で行う「流域治水」への転換
～安倍川流域における関係者の思い～

⽔災害から市⺠の命と財産を守る

静岡⼟⽊事務所では氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策として護岸整備や河道掘削などに取組みます。
気候変動等の影響により、台⾵の⼤型化や局地的な豪⾬が増加し、洪⽔や⼟砂災害はいつどこで起こってもおかしく

ない状況にあります。河川内での対策を着実に進めるとともに、関係機関と連携した流域治⽔を推進し、安全・安⼼な
地域づくりに努めてまいります。

洪⽔を安全に下流へながし、被害の最⼩化を⽬指す河川改修

森林を守ることが治⽔につながる

森林整備センター静岡⽔源林整備事務所は安倍川流域において、森林の⽔源涵養機能等、公益的機能を効果
的に発揮させるために、⽔源林造成事業として間伐等、森林の整備・保全に取組み、流域治⽔に貢献します。

先⼈たちの思いを引き続き、将来につなげる

静岡河川事務所長

静岡市長

近年の気候変動により全国的に⾵⽔害が多発しておりますが、安倍川流域の関係者と協働しながら、また本
市の庁内関係部局と連携することで、流域治⽔プロジェクトを推進し、⼆つのlife（いのちとくらし）を守る
ため、安⼼・安全の確保に努めてまいります。

静岡土木事務所長

静岡水源林整備事務所長

安倍川の治⽔は、今川義元公、徳川家康公により⽀流を併せ川筋を⻄に導き、新⽥開発と併せて霞堤を築き駿府の城下町を
洪⽔から守りつつ街を発展させてきたことが始まりとされている。このような先⼈たちの取組が、今の発展の礎となっている。
令和の時代においても、先⼈たちの思いを引き続き、関係者の英知と⼒を結集し、気候変動により激甚化する⽔害・⼟砂災

害を未然に防ぎつつ、地域のさらなる発展に尽⼒していく所存です。
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